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こちら町長室×決算報告

平成 25 年度決算が 議 会で認定
されました。歳出決算額は約 53
億３千万円で、歳入額に対し約６億
円の黒字となっています。

健全化判断比率 大任町 早期健全化基準

実質赤字比率
一般会計の赤字から財政運営
の深刻度をみる比率

― 15.00％

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字から財政
運営の深刻度を見る比率

― 20.00％

実質公債費比率
借金の返済額などの大きさから
資金繰りの危険度を見る比率

10.５％ 25.0％

将来負担比率
町が抱える負債の残額から将
来財政への圧迫度をみる比率

6.4％ 350.0％

※赤字が生じない場合は「－」（該当なし）で表示

資金不足比率 大任町 経営健全化基準

資金不足比率
企業会計の資金不足割合から
経営状況の深刻度をみる比率

― ―

◉基金
～ 町の貯金は約 27 億円 ～

　法律や条例に基づいて設置される基金は、特定の目的のため
に活用する町の貯金で、大任町には８つの基金があります。平成
25 年度末、基金の合計は 26 億 9,486 万円になりました。

財政調整基金…………………………………………11 億 738 万円
特定農業施設管理基金（国債売買運用益など）……５億 5,490 万円
地域振興基金（道の駅からの寄附金など）… … …５億 1,381 万円
その他基金……………………………………………５億 1,877 万円

◉地方債
～ 町の借金残高のうち実質負担分は約４割 ～

　年度を越えて元利を償還する借入金を地方債といいます。平成
25 年度末の地方債残高は、約 108 億円となりました。大任町の
場合、償還額の一定割合が地方交付税として交付されるものが多
く、試算ではこの残高のうち約66億円の交付が見込まれています。

過疎対策事業債残高（交付税措置 70％）………64 億 4,838 万円
公営住宅建設事業債残高（交付税措置なし）………24 億 7,106 万円
臨時財政対策債残高（交付税措置 100％）………９億 5,685 万円
その他起債……………………………………………９億 4,061 万円

◉健全化判断比率と資金不足比率
～ 大任町の財政は平成 25 年度も健全な状態 ～

　「健全化判断比率」とは、４つの指標（実質赤字比率・連結実質
赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率）を言い「資金不足比
率」と同時に公表します。
　この指標は、町の財政状況が判断でき、財政破たんを未然に防
止し、早期に健全化に向けた財政対策を講じることが可能になり
ます。算定比率が「早期健全化基準」を超えると財政健全化計画
の策定を行い、自主的な改善努力をしなければなりません。
　平成 25 年度の決算から比率を算定し「早期健全化基準」と比
較すると、大任町の財政は健全な状態ということがわかります。

◉特別会計
～ 国保と水道の赤字が合わせて 9,899 万円 ～

　特定の事業を行うために一般会計と区分して設置されている特
別会計（水道事業会計のみ企業会計）では、国民健康保険事業特
別会計が 9,130 万円、水道事業会計が 769 万円の赤字を出すか
たちとなり、依然として厳しい財政状況に直面しています。

特別会計 歳入 歳出 差引
国民健康保険事業特別会計 ６億 6,511万円 ７億 5,641万円 △ 9,130 万円

後期高齢者医療特別会計 6,385 万円 6,082 万円 303 万円

合計 ７億 2,896 万円 ８億1,723 万円 △ 8,827 万円

水道事業会計

収益的収支 １億　329 万円 １億　269 万円 61万円

資本的収支 ２億 5,260 万円 ２億 6,090 万円 △ 830 万円

◉歳入 59 億 4,273 万円

◉歳出53億3,084万円

平成 25 年度 決 算

■地方交付税   　　　  19 億 4,771 万円
■地方債    　　　  13 億 8,722 万円
■国庫支出金    ８億 7,511 万円
■県支出金    ３億 2,762 万円
■地方消費税交付金等   １億　591 万円

自主財源    12 億 9,916 万円

依存財源    46 億 4,357 万円

■町税      ３億 6,994 万円
■繰越金     ３億   828 万円
■繰入金     ２億 2,334 万円
■諸収入     １億 5,412 万円
■使用料および手数料   １億     84 万円
■分担金および負担金   　　7,478 万円
■寄付金     　　5,156 万円
■財産収入    　　1,630 万円

■公債費     10 億 8,196 万円
■土木費     10 億 1,463 万円
■民生費      ９億 8,370 万円
■総務費      ８億　498 万円
■教育費      ５億 2,274 万円
■農林水産費     ５億 2,190 万円
■衛生費      １億 6,520 万円
■消防費     　　　9,608 万円
■議会費     　　　7,163 万円
■諸支出金    　　　6,387 万円

■商工費    　　　　　　　　  355 万円
■労働費・災害復旧費     　　　   60 万円

一般会計歳入　
～ 町税収入は１割以下、依存財源が７割以上 ～

　町に入った一般会計の歳入は、59 億 4,273 万円で、その内訳は、
国や県に頼った依存財源が 78％、町でまかなう自主財源が 22％
となりました。
　歳入決算の特徴を見ていると、最も割合が高いものは、町の財
政力に応じて国から交付される「地方交付税」で、次に割合が高い

ものは、事業を行うときに借り入れる町の借金「地方債」となって
います。平成 25 年度は、過疎対策事業による道路整備や給食セ
ンター施設整備、特産品加工施設整備などを行い、公営住宅整備
事業に伴う住宅の建て替えも行ったため、歳入全体の約 23％を
占めることとなりました。また「寄附金」の中には、道の駅おおと
う桜街道からのものも含まれています。

一般会計歳出
～前年度に引き続き約６億円の黒字～

　平成 25 年度に町が支出した一般会計の総額は 53 億 3,084
万円で、約６億円の黒字となりました。
　歳出の主なものとしては、町の借金を返済する「公債費」、道路
整備や公営住宅の建て替えを行う「土木費」、児童や高齢者、障
害者の福祉などのため支出される「民生費」などがあげられます。

　先々月から募集している桜・もみじの木および芝桜のオーナー
への申込がたくさん寄せられ、職員ともどもうれしい悲鳴を上げ
ているところです。さて、今月のこちら町長室では平成 25 年度
の決算についてお話ししたいと思います。
◉歳入歳出の概要
　ご覧のとおり歳出については義務的経費（支出の抑制が行いに
くい経費）の比率が高く、歳入は町税をはじめとする自主財源が
少なく、地方交付税や地方債などの依存財源に頼らざる得ないの
が現状となっています。今後も、さらなる自主財源の確保や経費
の節減、効率的な予算執行に力を注ぎ、職員ともども積極的に行
財政改革を行っていく必要があります。
◉町の財政は赤字も資金不足もなく健全な状態
　平成 25 年度町では、しじみセンターや納豆加工品センター、
学校給食センターなどを新たに建設し、さらに去年から引き続き
各地町道の整備および老朽化した町営住宅の建て替えを行ってい
ます。このように多くの事業を行っておりますが、大任町の一般
会計では、約６億円の黒字、特別会計では約１億円の赤字となり、
全体では約５億円の黒字決算となりました。
　また、表１のとおり赤字が発生していないのはもちろんのこと、
早期健全化基準と町の数字を比較しても基準を大きく下回ってお
り、財政が健全な状態ということがご理解いただけると思います。

表１
大任町長　永原 譲二

自主財源（22.0％）

依存財源（78.0％）

（  ）内は構成比
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　大任町では、福岡県及び県内市町村と連携し、個人住民税をはじめ
とする地方税の徴収率の向上と滞納の縮減を図るため、12月を「県下
一斉徴収強化月間」と位置づけ、県下一斉に広報による納税推進、滞
納者に対する催告の強化、差押やタイヤロック、捜索等の滞納処分の
強化など様々な徴収対策に取り組みます。この機会に、納め忘れの税
金がないか確認しましょう。
　すでに納税している人との公平を確保できませんので、催告書等を
送って期限までに納税されない場合は、直ちに差押えに着手します。

　 福岡県および田川地区の市町村では、税金の滞納を解消するために、
滞納者から差し押さえた財産の公売を行います。皆さん、お気軽にお
越しください。
公売日時：平成26年11月29日（土）１０時から（開場時間：午前９時）
場　　所：田川市民会館※田川市総合体育館横
出品物件：約５０品を出品予定（陶器壺、液晶テレビ、洋酒、ライブＤＶＤ、
軽自動車等）

【注意事項】
※オークション（せり売り）方式のため、当日、公売参加申込みの登録
が必要です。
※当日、本人確認ができるもの（免許証・保険証など）、公売買受代金
及び印かんをお持ちください。
　なお、代理人の場合は委任状も併せてお持ちください。

福岡県初!!全品「オークション」方式による動産公売会
～雑貨から自動車まで、オークションで公売します！～

全国（県）学力・学習状況調査の結果概要
　中学校3年生と小学校6年生を対象に、4月に実施された「全国学力・学習状況調査」と6月に実施された「福
岡県学力調査」の結果が発表されました。全国調査は、国語と算数（数学）の2教科のテストと同時に、家庭で
の過ごし方や学習時間を問う調査も実施されています。福岡県調査は、英語（中学校のみ）・社会・理科の3
教科のテストです。
　調査結果を踏まえ、学校では自校の成果と課題をよく分析し、学力向上プラン・授業の改善に取り組みます。
学習状況調査結果から見える基本的生活習慣等に関する課題解決については、大任町の子どもたちの健やかな
育ちと学びの環境づくりに向け、家庭・地域の皆様のご協力をお願いいたします。

【平均正答率】　（Ａは主として知識、Ｂは主として活用問題）
　・中学校：理科と英語は良好ですが、国語のＢ問題と数学のＡ問題を特に課題として、一層取り組みます。

・小学校：国語Ａに対してＢ問題が解けていません。全教科の基礎となる「読解力」に一層取り組みます。

【生徒質問紙より】　生活上の諸課題が見えます。家庭・地域・学校の一層の連携が必要です。
・1日当たりどれくらい、携帯やスマフォで、通話やメール、インターネットをしますか（ゲームは除く）

・家で学校の授業の復習をしていますか

・新聞を読んでいますか

・地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか。　

国語 A 国語 B 数学 A 数学 B 社会 理科 英語
全国 79.4 51.0 67.4 59.8 ＼ ＼ ＼

福岡県 78.4 49.6 65.6 57.8 35.7 36.1 44.4
大任町 70.6 38.3 45.7 38.9 25.5 52.8 45.4

国語 A 国語 B 数学 A 数学 B 社会 理科 英語
全国 72.9 55.5 78.1 58.2 ＼ ＼ ＼

福岡県 72.0 54.6 77.7 57.4 43.6 57.8 ＼
大任町 61.6 39.8 65.3 47.3 38.5 45.1 ＼

４時間以上 ３～４時間 ２～３時間 １～２時間 30 ～１時間 30 分未満 持ってない

中
学

全国 10.8％ 8.7％ 12.9％ 15.2％ 13.2％ 15.9％ 23.1％
大任町 22.2％ 8.3％ 16.7％ 13.9％ 11.1％ 5.6％ 22.2％

小
学

全国 2.7％ 2.3％ 3.7％ 6.4％ 10.4％ 28.4％ 46％
大任町 8.7％ 2.2％ 10.9％ 10.9％ 10.9％ 8.7％ 47.8％

している どちらかといえばしている あまりしていない 全くしていない

中
学

全国 17.5％ 32.9％ 32.1％ 17.5％
大任町 2.8％ 22.2％ 47.2％ 27.8％

小
学

全国 21.9％ 32.1％ 31.1％ 14.9％
大任町 6.5％ 32.6％ 41.3％ 19.6％

税務課からのお知らせ　　　　　　問税務課　☎63・3002

ほぼ毎日 週に１～３回程度 月に１～３回程度 ほとんど・全く読まない

中
学

全国 8.2％ 13.3％ 19.1％ 59.1％
大任町 2.8％ 5.6％ 8.3％ 83.3％

小
学

全国 10.1％ 17.2％ 22.3％ 50.2％
大任町 6.5％ 6.5％ 17.4％ 69.6％

ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない

中
学

全国 18.5％ 37.1％ 29.7％ 14.5％
大任町 16.7％ 25％ 27.8％ 30.6％

小
学

全国 25％ 37.9％ 25.8％ 11.3％
大任町 13％ 37％ 39.1％ 10.9％
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まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

　９月 21 日から 30 日までの 10 日間、秋の交通安全運
動を一斉に実施。この運動は、交通ルールと正しいマナー
の習慣付け、交通事故防止の徹底を図る目的で行われまし
た。町では 22 日に交通安全協会や田川警察署、町内各団
体などで、バスによる交通安全啓発パレードを行いました。
　パレードの途中道の駅で、交通安全を呼びかけるチラシ
やグッズを配布しました。皆さんも安全運転を心がけ、交
通事故ゼロを目指しましょう。

心がけよう安全運転
秋季交通安全パレードを実施

▼チラシ・グッズの入った袋を道の駅の来場者に配りました

　10 月６日、レインボーホールで第 29 回大任町暴力絶
滅住民総決起大会が行われ、町民など約 200 人が参加し
暴力追放の決意を新たにしました。
　永原町長は「町民が安心して暮らせる町にするために、
行政と住民が一体となって暴力絶滅に向けて取り組みま
しょう」とあいさつ。大会最後には参加者全員で「暴力反
対！暴力絶滅！」と拳を力強く上げシュプレヒコールを行
い暴力絶滅を誓いました。

暴力のない住みよい町
第29回大任町暴力絶滅住民総決起大会

▼永原譲太郎さんのかけ声に合わせてシュプレヒコール

元気いっぱい大任っ子
町内小学校体育大会

　９月 28 日大任小学校、10 月５日今任小学校で体育大
会が開催されました。大任小学校は「大空へはばたけ元気
な大任っ子」今任小学校は「心を一つに感動とキセキをお
こす体育大会」というスローガンのもと、児童たちは日ご
ろの練習の成果を思う存分に発揮。
　また、それぞれの学校で工夫されたプログラムで頑張る
児童たちの姿を見て、保護者や来場者からは大きな声援が
送られていました。

　地震や台風等による災害に備え、町指定避難所に再生可
能エネルギーを導入しました。災害発生時に最低限必要な
動力を確保するため、大任小学校・今任小学校に太陽光発
電設備を設置。
　両小学校の屋上にソーラーパネル約 15 ｋｗ、室内に蓄
電池 15 ｋｗを設置しました。避難者の受け入れに備え、
体育館やトイレの電灯、非常時用コンセントなどを整備し
ています。

災害時の万全な対策を
町内小学校に太陽光発電を設置

▲今任小学校の太陽光発電▲大任小学校の太陽光発電

　10 月 19 日、水辺公園でしじみ祭りが開催されました。
会場では、商工会女性部による「しじみ汁」や猟友会のし
し鍋、竹細工の体験などたくさんの出店が並びました。
　特設ステージ前では、大任中学校吹奏楽部や今任小学校
の今任太鼓などが生演奏を披露。また、豪華景品獲得のチャ
ンスである、ラムネ早飲み大会やじゃんけん大会、大抽選
会など、おなじみのイベントにも数多くの人が参加し、秋
の祭りを十分に満喫していました。

多くの人でにぎわった河川敷
第28回しじみ祭りを開催

▼恒例のもちまきでは皆さん必死にもちを追いかけていました 大任小学校

今任小学校
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教育課（学校教育係・社会教
育係）

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G体育館・B&G海洋センター・サ
ボテンハウス ☎63・4832

ふるさと館おおとう ☎41・2055

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

事業課・産業経済課・特産品開発課 ☎63・3001

税務課 ☎63・3002

住民課第２（福祉全般・後期高
齢者保険・国民健康保険・国
民年金・同対係）☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場

くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課第１（戸籍・衛生）☎63・3003

☎63・2242

総務企画財政課 ☎63・3000

　平成 26 年度上半期（１月～６月）災害統計
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と
な
る
可

能
性
が
あ
る
人
に
は
７
月
下
旬
に
申
請

書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
が
ま

だ
お
済
み
で
な
い
人
は
、
早
め
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者　

▼
臨
時
福
祉
給
付
金　

住
民
税
の
非
課

申
請
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
住
民
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
９
０
５

「
年
金
の
日
」・「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

◉
11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
一
人

ひ
と
り
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」な
ど

を
活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
者
期
の
生

活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ

く
日
」と
し
て
、
11
月
30
日（
い
い
み

ら
い
）を「
年
金
の
日
」と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」や「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
、
ご

自
身
の
年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込

額
を
確
認
し
、
未
来
の
背
活
設
計
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年

金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来

の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご

自
身
の
年
金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ
ま

な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て

は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
直
方
年

金
事
務
所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
お
客
様
相
談
室

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

■火災　上半期の管内での火災件数は 54 件
で、前年と比較すると６件増加しています。出
火原因は「火入れ」11件・「放火（疑いを含む）」
７件・「こんろ」「たき火」各６件で上位を占め
ています。
　火災予防のポイントは、家の周りを整理整
頓し燃えやすい物を置かない、センサーライ
トなどを設置し、家の周りを明るくする空き家

や倉庫、車庫などの施錠を心がけることが大
切です。
■救急　救急出動件数は 3,807 件で、前年に
比べて 16 件減少しています。
　５台の救急車がすべて出動することもある
ので、適正な利用にご協力ください。

問田川地区消防署　☎ 44・0650

Information
　優勝者には豪華景品を準備しています最低賃金改正について

福岡県の最低賃金が改正されました

１時間　７２７円
　10 月５日日から最低賃金が改正されて
います。詳しくはお問い合わせください。
問県労働局労働基準部賃金課
☎ 092・411・4578

年
末
調
整
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
分
の
年
末
調
整
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日　
11
月
６
日
㈭

■
開
催
期
間　
▼
田
川
市
内
の
法
人
お
よ

び
個
人　

10
時
20
分
▼
田
川
郡
内
の
法

人
お
よ
び
個
人　
13
時
50
分

■
と
こ
ろ　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル

問
田
川
税
務
署　

☎
44
・
４
５
７
６

教
育
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

大
任
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
教
育
講
演
会

を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　
11
月
17
日
㈪　
19
時
～

■
と
こ
ろ　
大
任
町
公
民
館

■
演
題　
「
人
生
は
一
度
だ
け
、
楽
し
く

働
き
、
楽
し
く
生
き
る
」

■
講
師　
俵　
純
子
さ
ん

問
大
任
小
学
校　

☎
63
・
２
０
０
７

40
歳
か
ら
の
個
別
就
職
相
談

　
「
求
人
の
探
し
方
が
わ
か
ら
な
い
」

「
面
接
で
う
ま
く
話
せ
な
い
」な
ど
の
悩

み
を
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
再
就

職
ま
で
１
対
１
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
と
き　
毎
週
月
曜
日　
10
時
～
17
時

■
と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
川

■
対
象
者　

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
求

職
者

就
職
面
接
会
の
開
催

　

40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
求
職
者
（
中
高

年
以
外
の
人
も
歓
迎
）

を
対
象
に
、
介
護
職

の
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　
11
月
25
日
㈫

■
面
接
受
付　
13
時
～
15
時

■
と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
川

■
対
象
者　

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
求

職
者

■
参
加
料　
無
料

問
福
岡
県
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
４
７
７
・
６
０
８
８

　次のとおり、第 13 回町長杯囲碁大会を開催し
ます。多くのご参加をお待ちしています。
■とき　11月９日日　受付：８時 30 分
■ところ　大任町公民館２階　和室
■対象者　大任町在住者（小学生以上）
■参加費　500 円（弁当代など）
問大任町囲碁同好会会長 西藤 嶺
☎63・4321

筑
豊
フ
ェ
ア
２
０
１
４

　

筑
豊
地
域
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト「
筑
豊

フ
ェ
ア
」が
天
神
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
お

ど
り
と
食
が
織
り
成
す
新
た
な
筑
豊

フ
ェ
ア
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き　
12
月
６
日
㈯　
11
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　
天
神
中
央
公
園
「
ふ
く
お
か

交
流
お
祭
り
広
場
」

問
筑
豊
フ
ェ
ア
２
０
１
４
実
行
委
員
会

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
８
０

ところ 田川市民会館 川崎町総合
福祉センター

開催日 第１・３木曜日開催 第４木曜日開催

11月 ６日・20日 27日

12月 ４日・18日 25日

１月 ー 22日

２月 19日 26日

３月 ５日・19日 26日

出張年金相談日一覧
時間　10 時～ 12 時　13 時～ 16 時

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

　

次
の
と
お
り
自
衛
官
を

募
集
し
ま
す
。

■
種
目　

自
衛
官
候
補
生

（
男
子
）２
次
募
集

■
と
き　
11
月
19
日
㈬
ま
で

■
試
験
日　
11
月
29
日
㈯　
30
日
㈰

■
受
験
資
格　

18
歳
以
上
～
27
歳
未
満

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部　

飯
塚

地
域
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
22
・
４
８
４
７

全国一斉ノー残業デー
福岡県労働局からのお知らせ

　厚生労働省では、毎月 11月を「仕事と
生活の調和推進期間」と位置づけており、
福岡労働局ではメリハリをつけた働き方を
浸透させるため「今日は定時で帰ろう！」を
スローガンに 11月19 日水を一斉ノー残業
デーとするよう呼びかけています。
　「毎日残業」ではなく働き方にメリハリを
つけることが大切です。まだノー残業デー
を導入していない職場も、この機会に導入
してはいかがでしょうか。
問福岡労働局労働基準部監督課
☎ 092・411・4862

税
者（
課
税
者
の
扶
養
親
族
は
対
象
外
）

▼
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金　

児

童
手
当
受
給
者（
所
得
制
限
限
度
額
内
の

方
）

※
生
活
保
護
受
給
者
は
対
象
外
で
す
。

■
と
こ
ろ　
住
民
課
第
２　
社
会
福
祉
係

■
申
請
期
限　
11
月
４
日
㈫

問
住
民
課
第
２　

社
会
福
祉
係

☎
63
・
３
０
０
４

問
福
岡
県
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

個
別
就
職
相
談
事
務
局

☎
０
９
２
・
４
３
３
・
７
７
８
０

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
し
て
授
業
を

行
う
、
国
が
つ
く
っ
た
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
な
ど
幅

広
い
分
野
の
科
目
を
1
科
目
か
ら
自
宅

の
テ
レ
ビ
な
ど
で
学
べ
ま
す
。
学
力
試

験
は
な
く
、
15
歳
以
上（
全
科
履
修
生

は
18
歳
以
上
）で
あ
れ
ば
入
学
で
き
、
学

士（
教
養
）の
学
位
が
と
れ
ま
す
。
短
大
、

専
門
学
校
な
ど
か
ら
も
編
入
学
で
き
ま

す
。

■
募
集
期
間　

12
月
１
日
㈪
～
平
成
27

年
３
月
20
日
㈮

問
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
５
８
５
・
３
０
３
３

　

県
内
に
在
所
す
る
県
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。
募
集
対
象
団
地
、
募
集

戸
数
な
ど
に
つ
い
て
は
募
集
案
内
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

平
成
27
年
１
月
13
日
㈫

～
21
日
㈬

■
募
集
案
内　

公
社
管
理
事
務
所
出
張

所
、
県
内
の
各
市
役
所
、
町
村
役
場

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

問
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部

管
理
課

☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０
２
９
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大任町地域包括支援セ
ンターの介護福祉講座

もしも身 近な
人が認知症に
なったら…

　

最
近
の
調
査
で
は
認
知
症
と
さ
れ
る

人
は
軽
度
の
人
も
含
め
約
５
百
万
人
に

迫
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
も
多
く
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
少
し
前

に
比
べ
る
と
こ
の
病
気
に
対
す
る
理
解

や
認
識
は
浸
透
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
友
人
知
人
や
隣
人
、
ま
し
て

や
家
族
に
そ
の
症
状
ら
し
き
も
の
が
現

れ
る
と
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
分
か
ら

ず
戸
惑
っ
て
し
ま
う
の
が
現
実
の
よ
う

で
す
。以
前
は「
う
ち
の
親
に
限
っ
て
…
」

と
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
う
ち
に

重
度
化
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
最
近
は
少
し
の
変
化
で
も
過
剰

に
反
応
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
高
齢
者

本
人
を
追
い
込
ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
認
知
症
の
原
因
と
な
る
病
気
は

70
種
類
以
上
あ
る
と
言
わ
れ
、
代
表
的

な
も
の
と
し
て
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
な
ど
が
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
進
行

を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
出
来
て
も
、
治
す

こ
と
は
難
し
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
ビ
タ
ミ
ン
の
欠
乏
症

や
う
つ
病
に
よ
る
気
分
の
落
ち
込
み
、

ま
た
入
院
な
ど
に
よ
る
混
乱
や
脱
水
症

に
よ
る
意
識
障
害
な
ど
、
認
知
症
と
間

違
わ
れ
や
す
い
症
状
も
あ
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
極
端
な
ケ
ー
ス
で
す
が
、

会
話
が
か
み
合
わ
ず
認
知
症
が
疑
わ
れ

た
人
が
、
実
は
難
聴
だ
っ
た
、
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
と
は
違
う

様
子
が
見
ら
れ
て
も
、
ま
ず
は
周
り
の

人
た
ち
が
落
ち
着
い
て
、
本
人
の
話
を

じ
っ
く
り
と
聞
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
上
で
か
か
り
つ
け
医
な
ど
に
相

談
し
、
必
要
な
ら
ば
専
門
医
な
ど
を
紹

介
し
て
も
ら
う
と
良
い
で
し
ょ
う
。
認

知
症
と
診
断
さ
れ
た
と
し
て
も
、
決
し

て
本
人
の
言
動
な
ど
を
頭
ご
な
し
に
否

定
し
な
い
こ
と
で
す
。
認
知
症
の
人
は

記
憶
力
な
ど
は
衰
え
て
も
、
周
囲
の
人

た
ち
の
反
応
に
は
と
て
も
敏
感
で
す
。

感
情
的
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
言
葉
は
、

感
情
的
な
言
動
や
行
動
を
招
い
て
し
ま

う
引
き
金
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

ま
ず
は
そ
の
人
に
寄
り
添
っ
て
安
心
し

て
も
ら
え
る
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

　

と
は
言
っ
て
も
常
に
介
護
に
関
わ
っ

て
い
る
人
に
は
と
て
も
強
い
ス
ト
レ
ス

が
の
し
か
か
り
ま
す
。
困
っ
て
い
る
こ
と

や
悩
み
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、「
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
」
な
ど
、
ス
ト
レ

ス
を
和
ら
げ
て
く
れ
る
場
所
や
人
と
の

つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
す
。

問
大
任
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
41
・
８
０
６
０

　
田
ん
ぼ
の
稲
刈
り
も
終
わ
り
、
朝
晩

め
っ
き
り
と
冷
え
込
み
が
厳
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
今
月
号
は
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
光
景
、
と
う
し
ゃ
く
に

つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
う
し
ゃ
く
は
、
晩
秋
～
初
冬
に
か
け

て
、
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
に
、
よ
く

目
に
し
た
光
景
で
す
。
収
穫
し
た
稲
を
田

ん
ぼ
で
干
し
、
脱
穀
後
、
藁わ

ら
と
し
て
納
屋

に
保
管
し
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
収
納

で
き
な
い
の
で
、
藁
が
悪
く
な
ら
な
い
よ

う
保
存
す
る
た
め
に
、
田
ん
ぼ
に
積
み
上

げ
た
も
の
で
す
。
藁
を
円
筒
形
に
積
み
上

げ
て
い
き
、
上
に
屋
根
を
ふ
い
て
完
成
で

す
。
外
側
は
雨
に
濡
れ
ま
す
が
、
内
部
は

乾
燥
し
て
い
ま
し
た
。
地
域
に
よ
っ
て
、

と
う
し
ゃ
く
、
藁
小
積
み
や
藁
塚
な
ど

色
々
な
呼
び
名
が
あ
り
ま
し
た
。

　
稲
は
ご
存
じ
の
と
お
り
、
最
終
的
に

米
、
藁わ

ら
、
籾も
み

殻が
ら
、
糠ぬ
か
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

ど
れ
も
農
家
で
は
捨
て
る
も
の
が
あ
り

ま
せ
ん
。
籾
殻
は
保
温
材
と
し
て
、
糠

は
漬
物
や
飼
料
に
も
な
り
ま
す
。
藁
は

わ
ら
じ
や
草ぞ

う
履り

、
蓑み
の
、
ム
シ
ロ
を
作
る
の

に
使
わ
れ
、
一
部
は
堆た

い
肥ひ

と
し
て
田
に
返

と
う
し
ゃ
く
に
つ
い
て

第 107 話

▶
砧き
ぬ
た（
藁
を
た
た
い
て
加
工
す
る
道
具
）

◀
と
う
し
ゃ
く（
赤
丸
）

●作品名　「気」
（大任町書道教室から選出）
●作者　浦野 健太 さん

●紹介
「大阪で名を上げ、独特な感性から繰り
出す爆発的な書を伝えるため、「書道」
とはを極めるために日々勉強中…」

No.27

●種　属　エスポストア属
●原産地　エクアドル南部　ペルー北部
●特　徴　�幹頂のやや下に、白か淡黄褐色の軟毛

を持った花座ができ、直径約５㎝程の
白い筒状の花をいくつも付ける。

問サボテンハウス　☎ 63 ・4832

老お
い

楽ら
く

　
　

主義者の人や
責任感が強い
人、ストレス
がある人、さ
らに、飲酒や
喫 煙、 薬（ 消
炎 鎮 痛 薬 な
ど ）、不 規 則
な生活なども

原因と言われています。
　また、慢性胃炎の多くは、ピロリ菌
が関与している可能性が高いと言われ
ています。口から入ったピロリ菌は、
胃の粘膜に住み着き、胃炎を徐々に発
生させていきます。

治療は？
　原因がはっきりしている場合は、そ
の原因を取り除
きます。その後
は、症状に合わ
せた薬を服用し
ます。しばらく
は絶食して胃を

胃
い

炎
え ん

は大きくわけて、急性胃炎
と慢性胃炎の二つがありま

す。急激に強
い症状があら
われるのが急
性胃炎。症状
が軽いものの
繰り返し発症
するのが慢性
胃炎です。
　今回は、そ
んな胃炎について説明します。

症状は？
　胃のあたりに不快感や痛み、むかつ
き、おう吐、食欲不振などがあります。

原因は？
　胃は、自律神経によってコントロー
ルされています。自律神経はストレス
を受けやすい性質があることから、強
いストレス状態が続くと自律神経の働
きが乱れて、急性胃炎がおこりやす
くなります。特に、きまじめで完ぺき

激しい痛みがあると場合は速やかに受診しましょう
いきいき
国保

慢性胃炎はピロリ菌が関与しているかもしれません

休めますが、
おさゆなどで
水 分 は 補 う
ようにします
が、 少 し ず
つ食べられる
ようになった
ら、おかゆや
うどんなど柔らかい食事からだんだん
と普通の食事に戻していきます。

　以上のように、ストレスをため込まず
日常生活での
予防や改善を
心がけ、健康
な生活が送れ
るように心が
けることが大
切です。しか
し、激しい痛みなどを伴う場合や症状
を繰り返すような場合には、専門医の
診断を受けましょう。

問 住民課第２ 国保係　☎63・3004

さ
れ
、
一
部
は
牛
の
飼
料
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
が
糞
と
な
っ
て
田
に
還か

え
り
、
土
壌
の

回
復
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
利
用
す
る
藁
が
、
湿
気
で

腐
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し
た
積
み
方
を
し

て
い
る
の
が
と
う
し
ゃ
く
で
す
。
今
は
、

機
械
に
よ
っ
て
稲
刈
り
を
す
る
こ
と
が
多

く
、
収
穫
と
脱
穀
の
作
業
が
同
時
に
行

わ
れ
ま
す
。藁
は
機
械
で
刻
ま
れ
た
の
ち
、

田
ん
ぼ
に
ま
か
れ
、
焼
く
か
田
ん
ぼ
に
す

き
こ
ま
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
藁
が
残
ら

な
い
の
で
、
現
在
で
は
と
う
し
ゃ
く
は
あ

ま
り
目
に
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
昔
な
が
ら
の
方
法
で
収
穫
、
架
け
干

し
、
脱
穀
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
地
域
で

は
、
今
も
な
お
、
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
と
う
し
ゃ
く
を
と
お
し
て
、
使
え

る
も
の
は
全
て
無
駄
に
し
な
い
先
人
の
知

恵
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

☎
41
・
２
０
５
５

▶
藁
で
作
っ
た
ふ
ご
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　大任中学校には「花の日」と呼ばれる伝統の取組がありま
す。本校は昭和62年に「全国
花いっぱいコンクール」で自
治大臣賞を受賞したことを契
機に花を育てる取組を本格化
し、２年後の平成元年に第１
回「花の日」を開催しました。
そして、その後26年、学校
伝統の取組として毎年「花の
日」を実施してきています。
　「花の日」では年２回の種
まき、６月からの全校あげて
の草抜きのボランティア活動
など、年間を通して様々な取組を行います。右は今回の「花
壇コンクール」の取組後の写真です。夏休みを経て雑草が
生え、既に咲き終わったかに見える花壇に対し、皆で咲き
終わった花芽を摘み、雑草を抜くことで残りの花を咲かせ、
もう一度花壇を再生するという取組です。放課後などに
力を合わせ一生懸命に世話をした結果、花壇は見事に再
生しました。生徒は「花の日」の伝統で、生命を尊ぶ心を
受け継いでいってくれています。

問教育委員会 教育課 学校教育係　☎63・2242

大任中の伝統「花の日」の取組

教 育 信通 大 校学任 中

▼小田教育長から激励の言葉を受けた選手たち

目指すは全国制覇!!
　バレーボールで全国大会出場が決まったNaughtiesに所属し
ている大任町在住の選手に話を伺いました。
①名前②いつから始めたか、始めたきっかけ③全国大会出場までの

苦労④全国大会への意気込み⑤その他言いたいこと

　①８番：黒
くろ

本
もと

 愛
あ

希
き
（安永）②小学校３年生のころ全日本のバレー

を見てあこがれたから③もともと青年バレーではなく、一般（マ
マさん）バレーをしていてボールの大きさやスピード、ネットの高
さに慣れるのに苦労しました。④全国制覇!!⑤チームのコーチと
して全国大会に行く予定でしたが、選手たちが３年前に全国大会
をあきらめたわたしを選手として連れて行ってくれることになっ
たので足でまといにならにようにしっかりと頑張ります。
　①２番：帆

ほ
足
あし

 貴
あな

夢
む
（秋永）②小学校５年生、仲良しがバレーをし

ていたから③結婚や出産でメンバーがなかなか固定できなかった。
④仕事や結婚をしていてみんなそろって練習ができなかったり、調
子の良しあしで心が折れそうになった。
　①９番：松

まつ
田
だ

 愛
あい
（狐塚）②小学校１年、父の影響で③バレー、

仕事、子育ての両立④一勝でもできるように頑張ります!!
　①12番：橋

はし
本
もと

 沙
さ

弥
や

香
か
（小林）②小学校３年生の時母に勧められ

て③仕事をしながらやっているので、人数がそろわなくて練習が
できなかった④自分たちの精一杯を出し切って楽しんできます！
　①３番：丹

に
村
むら

 美
み

咲
さき
（向田）②５歳の時に知り合いのお姉ちゃん

のバレーしている姿をみて③去年とは違うメンバーで臨んだので
チーム力を高めていくことが苦しかった。ケガにも悩まされ、自
分が万全じゃなかったこと④全国制覇⑤わたしについてこい!!
　まだまだメンバー募集しています。よろしく願いします。

Naughties（ノーティーズ）

クローズ・アップ

－ volleyball player － vol .98

図書室だより

　12月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を
募集します。次回の締め切りは11月７日金です。

12月生まれを募集

11 月生まれ
問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

11 月の休室日

の日が休室日です。

日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 １ ２ ３ １

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
 23

30 24 25 26 27 28 29

※そのほか、多数入庫しています

図書 DVD

図書
●思い出のマーニー　　　　　　　ジョーン・G. ロビンソン　著
●神々の山嶺〈上〉　　　　　　　　　　　　　　　　夢枕 獏　著
●神々の山嶺〈下〉　　　　　　　　　　　　　　夢枕 獏 　著
● 幕 末 高 校 生　　　　　　　　　　　　　 浜 崎 達 也　 著
●サイエンス・クエスト　　　　　　　アイリック・ニュート　著
●銀翼のイカロス　　　　　　　　　　　　　　　池井戸 潤 　著
●明日の子供たち　　　　　　　　　　　　　　有川 浩　著
●教科別「ノートの取り方」　　　　　　　　　　小澤 淳 　著
●ママのスカート　　　　　　　　　　　キャロル・フィブ　著

DVD
●図書館戦争　　　　　　　　　　　　　岡田准一ほか　出演
●ゴースト・エージェント 　　ライアン・レイノルズほか　出演
●魔法の国のプリンセス　　　　　アン・ハサウェイほか　出演
●カンフー・パンダ　　　　　　ジャック・ブラックほか　主演
●グランド・イリュージョン　　　ジマーク・ラファロほか　主演
●ローン・レンジャー　　　　　　　　ジョニー・デップほか　主演
●オズ はじまりの戦い　　　ジェームズ・フランコほか　主演
●モンスターズ・ユニバーシティ　　　　　　ディズニー　主演
●シュガー・ラッシュ　　　　　　　　　　ディズニー　主演
●あなたへ　　　　　　　　　　　　　　高倉健ほか　主演

あかちゃんが喜ぶことを一緒に探しませんか
　子育てはどうですか。少しの成長がとてもうれしく、
少しの変化がとても不安になりますよね。でも大丈夫。
あなた自身もこの時期を経て大きくなりました。ママ
も赤ちゃんと共に成長するのです。今回５ヵ月まで
の赤ちゃんとそのママに向けた特別な企画を考えまし
た。赤ちゃんへのマッサージとおしゃべりタイムでリ
フレッシュしてみませんか。
■とき　11月７日金～12月12日金（毎週金曜日13時～）
■ところ　子育て支援センター　すまいる
■対象者　生後１ヵ月～５ヵ月（赤ちゃんとママ）
■参加料　無料

■申し込み先　問い合わせ先へ電話
問大任町社会福祉協議会　担当：久

ひさ
場
ば

☎63・4828

大
おお

原
はら

 匠
たく

豊
と

く ん １歳
Ｈ25年11月26日生まれ

福田・男の子

嶋
し ま

田
だ

 ここな ち ゃ ん ２歳
Ｈ24年11月４日生まれ

下元松・女の子

健康体操でリフレッシュ！

　10月11日鶴丸先
生の指導もと、ゆっ
くり体をほぐす体操
やボールを使った運
動などみんなで楽し
くできました。

村
むら

田
た

 恋
れ

叶
のん

ち ゃ ん １歳
Ｈ25年11月12日生まれ

森山・女の子
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◆川崎町（http://www.town-kawasaki.com/）

◆赤村（http://www.akamura.net/）

◆
今
月
の
表
紙

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

田川市郡のイベント情報

　

大
任
小
学
校
体
育
大
会
で
の
一
コ
マ

で
す
。
永
原
町
長
を
始
め
多
く
の
議
員

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
見
事
な
走
り
っ

ぷ
り
に
保
護
者
や
児
童
た
ち
か
ら
大
き

な
声
援
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故   ７件（ 58 件）
●人身事故   ２件（ 24 件）
●死亡者数   ０件（   ０件）
●負傷者数   ２件（ 36 件）

（　）内は平成 26 年の累計

交通事故発生状況（９月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　大任町において、自動車盗や車上ね
らいが発生しています。ちょっとした
防犯対策で、あなたの大切な愛車を守
りましょう。

町内犯罪発生状況（９月中）

種 類 件 数

自動車盗 １件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい １件

空き巣・忍び込みなど １件

（平成 26 年 9 月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,889 人（－２）   639 人（＋３） 2,528 人（＋５）
女 1,885 人（±０） 1,039 人（＋６） 2,924 人（＋６）
計 3,774 人（－２） 1,538 人（＋ 11） 5,452 人（＋ 10）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,509 世帯（ － １）

　７月５日～ 19日に福岡県中学校体育連盟夏季大会田川地区予選が行われま
した。この大会で、野球部、バレーボール部が準優勝、バスケットボール部が
３位という好成績を残し、筑豊大会への進出を果たしました。この数年間、複
数の部活動が同時に筑豊大会に出場することがなく、賞状納式ではいつもより
一段と大きな拍手で喜び合いました。
　筑豊大会ではどの部も上に進むことはできませんでした。これまでは筑豊
大会出場が目標でしたが、上位進出を目標に変え新チームづくりに頑張ってい
ます。
　野球部は既にその成果として、９月に行われた田川郡中学校軟式野球大会
において優勝し、各部の励みとなりました。
　「これからも大任中部活動への暖かい応援をよろしくお願いします」と部活
生が話してくれました。

☆まちのお知らせ☆

大任中学校部活動が好成績

福岡県中学校体育連盟夏季大会田川地区予選

問大任中学校　☎ 63・2008

▲ 野 球 部

▲ バレーボール 部

▲ バ スケットボール 部

 11月行事予定表 霜月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 27 28 29 30 31 １ 計量記念日
【集会室】
…役場住民集会室

【視聴覚】
…役場視聴覚室

【多目的】
…役場多目的ホール

【公民館】
…大任町公民館

２ ３ 文化の日 ４ ５ 津波防災の日 ６ ７ 立冬 ８
総合文化祭
(芸能発表)

【レインボーホール
10時〜 15時】

(作品展示)
【B＆G体育館 

10時〜 17時】
※詳細は裏表紙へ

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
 13時〜 15時30分】

心配ごと相談
(人権・行政・相談あり)

【視聴覚 10時〜12時】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【多目的 13時30分
〜 14時30分】

健康相談
(町内在住者)

【おおとう桜街道
 10時〜11時】

※雨天の場合７日に延期

就学前検診
【公民館 

受付12時30分〜】

親と子の音楽会
(ピアノ演奏者と大任中
ブラスバンドによる演奏)

【大任小学校体育館
 10時〜 11時】

９ 119番の日 10 技能の日 11 介護の日 12 13 14 15 七五三

秋の火災予防週間
パレード

【大任町役場 ９時〜】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

第32回女性
スポーツ大会

【B＆ G体育館 
開会 18時】

総合健診
(事前予約者のみ)

【大任町役場 
８時30分〜】

16 家族の日 17 18 19 20 21 22 小雪

大 任 町 PTA 連
合会教育講演会

【公民館 19 時〜 2 0
時50分】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
 13時〜 15時30分】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児

対象者個別通知)
【集会室 13時30分

〜 14時30分】

障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

第９回NIE
福岡県大会

【大任中学校　
受付 13 時30分〜】

23 勤労感謝の日 24 振替休日 25 飲酒運転撲滅の日 26 27 28 29
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

田川地区
合同公売会

【田川市民会館 10時〜】

町内３校合同PTA
美観ボランティア活動読書週間イベント

11月29日土・30日日
布絵本展示（図書室内）

30

26日水～ 28日金
大任中学校期末考査

３日㊗４日火
総合文化祭

12月７日日
花植えボランティア
レインボーホール　9時

11月９日日～15日土
秋の火災予防週間
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おおとう
　　議会報告

2014

９
笑顔のたえない町をめざして

平成 26 年９月定例会が９月８日から 10 日までの３日間の日程で開会されましたの
で、その審議内容と結果をご報告いたします。

記
　９月８日　議会本会議（出席者９名、欠席者１名）
　　　　　　 （議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
　　　８日　総務常任委員会（平成 26 年度大任町一般会計補正予算の審査）
　　　９日　地域振興常任委員会（大任町特定教育・保育施設及び特定地域型
　　　　　　保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定等の審査）
 　　10 日　議会本会議（出席者 10 名、欠席者０名）
　　　　　　 （各常任委員会委員長報告の内容審議と採決等）

議 会 本 会 議
８日開会（審議経過）

本会議初日

日
程
第
１

　

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

 

今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議
員

に
は
５
番
議
員　

丹
村
咲
男
君
、
６

番
議
員　

佐
々
木
次
男
君
を
指
名

日
程
第
２

　

会
期
の
決
定

(

全
員
異
議
な
し
で
、
９
月
８
日
か

ら
９
月
10
日
ま
で
の
３
日
間
と
す
る

こ
と
に
決
定)

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告　

 （
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

〇
請
願
書
並
び
に
陳
情
書
に
つ
い
て

は
、
請
願
書
が
２
件
、
陳
情
書
が
１

件
あ
り
ま
す
が
、
請
願
書
１
件
に
つ

い
て
は
所
管
の
常
任
委
員
会
へ
付
託

し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
議
会
運

営
委
員
会
の
意
向
の
と
お
り
配
布
す

る
こ
と
に
と
ど
め
ま
し
た
。

２
、
系
統
議
長
会
関
係

○
６
月
23
日
～
25
日
「
田
川
郡
町
村

議
会
議
長
会
視
察
研
修
」
出
席
。

　

研
修
先
は
、
新
潟
県
佐
渡
市
観
光

協
会
で
佐
渡
観
光
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
の
研
修
で
、
観
光
協
会
が
課

題
と
す
る
７
つ
の
課
題
の
取
り
組
み

を
具
体
的
な
事
例
の
も
と
に
研
修
を

受
け
ま
し
た
。
新
潟
県
町
村
議
会
議

長
会
で
は
、
新
潟
県
に
お
け
る
町
村

議
会
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
研

修
で
あ
り
ま
し
た
。

○
７
月
１
日
「
田
川
地
域
国
道
整
備

促
進
期
成
会
」
出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
国
道
２
０
１
号
・

３
２
２
号
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
に
つ

い
て
の
、
九
州
地
方
整
備
局
並
び
に

福
岡
県
土
整
備
部
へ
の
要
望
で
あ
り

ま
し
た
。

〇
７
月
３
日
「
主
要
地
方
道
田
川
直

方
線
延
伸
整
備
促
進
期
成
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
25
年
度
事
業

報
告
、
平
成
26
年
度
事
業
計
画
並
び

に
平
成
26
年
度
要
望
に
つ
い
て
審
議

し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

〇
７
月
３
日
「
豊
前
地
区
三
郡
町
村

議
会
議
長
会
正
副
会
長
会
議
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
三
郡
が
当
面
す
る

諸
問
題
等
の
現
状
と
課
題
等
の
意
見

交
換
会
で
あ
り
ま
し
た
。

○
７
月
25
日
「
福
岡
県
介
護
保
険
広

域
連
合
議
会
定
例
会
」
出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
25
年
度
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
承
認
及
び
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
承
認
等
２

議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
し
ま

し
た
。

〇
８
月
26
日
「
田
川
地
域
国
道
整
備

促
進
期
成
会
」
出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
国
道
２
０
１
号
・

３
２
２
号
バ
イ
パ
ス
の
建
設
促
進
に

つ
い
て
の
国
土
交
通
省
へ
の
要
望
で

あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
が
議
長
報
告
で
す
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　

  （
委
員
長　

毛
利
英
文
）

○
９
月
定
例
会
に
向
け
て
の
議
会
運

営
委
員
会
の
報
告
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
今
定
例
会
の
会
期
に

つ
い
て
は
、
議
長
の
提
案
ど
お
り
９

月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
の
３
日
間
と

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

次
に
今
回
の
提
出
議
案
は
、
議
案

第
21
号
「
大
任
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
」
か
ら
議
案
第
25

号
「
平
成
26
年
度
大
任
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
」
ま
で
の

５
議
案
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
議
案
第

21
号
並
び
に
議
案
第
23
号
か
ら
議

案
第
25
号
に
つ
い
て
は
、
各
常
任
委

員
会
に
付
託
す
る
こ
と
に
し
、
議
案

第
22
号
「
平
成
25
年
度
大
任
町
各

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
」
は
、
８
日
の
本
会
議
で
採
決
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

次
に
請
願
並
び
に
陳
情
に
つ
い

て
は
、
請
願
書
が
２
件
、
陳
情
書
が

１
件
あ
り
ま
す
が
、
請
願
第
２
号
に

つ
い
て
は
所
管
の
常
任
委
員
会
へ
付

託
し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
各
議

員
に
配
布
す
る
だ
け
に
決
定
し
ま
し

た
。

　

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
松
下　

太
）

〇
去
る
８
月
20
日
に
開
会
さ
れ
ま
し

た
平
成
26
年
第
２
回
田
川
地
区
消
防

組
合
議
会
臨
時
会
に
つ
い
て
ご
報
告

し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
議
案
第
６
号
、

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容

は
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
１
台

を
購
入
す
る
に
あ
た
り
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お

り
可
決
致
し
ま
し
た
。



2014.11月号19 2014.11月号 18

総 務 常 任 委 員 会
８日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　
﨑
野　
英
樹

●
副
委
員
長

　
　
毛
利　
英
文

●
委　
員

　
　
田
中　
良
幸

●
委　
員

　
　
丹
村　
咲
男

●
委　
員

　
　
宮
本　
孝 

一

総務常任委員会

　

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
田
川
地
区
斎
場
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
毛
利
英
文
）

○
去
る
８
月
29
日
に
開
会
さ
れ
ま
し

た
平
成
26
年
第
２
回
田
川
地
区
斎
場

組
合
議
会
定
例
会
に
つ
い
て
ご
報
告

し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
認
定
第
１
号
、

平
成
25
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
認
定

致
し
ま
し
た
。

　

次
に
議
案
第
３
号
、
平
成
26
年

度
田
川
地
区
斎
場
組
合
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
は
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
百
87
万
３
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
４
千
１
百
36
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
繰
越
金

の
補
正
で
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
可

決
致
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
監
査
委
員
報
告　
　

 （
宮
本
孝
一
）

○
平
成
25
年
度
大
任
町
歳
入
歳
出

決
算
審
査
を
、
８
月
５
日
か
ら
８
月

19
日
ま
で
、
宇
佐
見
代
表
監
査
委
員

と
行
い
、
８
月
28
日
に
町
長
に
平
成

25
年
度
大
任
町
歳
入
歳
出
審
査
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
審
査

結
果
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

（
１
）
決
算
に
つ
い
て

　

各
会
計
に
お
け
る
計
数
に
つ
い
て

は
、
正
確
で
あ
り
、
予
算
執
行
状
況

に
つ
い
て
は
、
適
正
で
あ
る
と
認
め

ま
す
。

（
２
）
各
会
計
別
決
算
状
況

「
一
般
会
計
」

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
実
質
収

支
額
５
億
９
千
27
万
円
の
黒
字
決
算

で
す
。
町
税
に
お
け
る
徴
収
率
は
、

現
年
度
分
、
滞
納
繰
越
分
を
合
わ
せ

91
．
６
％
で
あ
り
、
前
年
度
と
比
べ

３
．
０
％
良
く
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
も
滞
納
者
の
実
態
を
充
分
調
査

し
、
滞
納
状
況
と
理
由
を
明
確
に
把

握
し
て
徴
収
に
あ
た
り
更
な
る
努
力

を
重
ね
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会
計
」

　

住
宅
新
築
資
金
貸
付
事
業
特

別
会
計
に
つ
い
て
は
、
多
大
の
延

滞
金
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
平
成

25
年
度
よ
り
、
そ
の
回
収
を
一
般

会
計
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
に
し

た
。
回
収
額
は
８
百
67
万
円
で
あ

り
、
平
成
25
年
度
の
収
入
未
済
額
は

６
億
４
千
８
百
41
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
回
収
率
は
１
．
３
％
と
非
常
に

低
く
、
前
年
度
と
比
べ
０
．
１
％
増

で
あ
る
が
、
回
収
に
あ
た
っ
て
は
更

な
る
努
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

「
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
」

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出
差
引

９
千
１
百
29
万
円
の
赤
字
決
算
で

す
。

　

徴
収
率
は
、
現
年
度
分
、
滞
納
繰

越
分
を
合
わ
せ
58
．
９
％
で
あ
り
、

前
年
度
と
比
べ
１
．
０
％
改
善
さ
れ

て
い
る
が
非
常
に
低
い
徴
収
率
で
あ

り
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
医
療
費
で

あ
る
た
め
、
医
療
費
の
抑
制
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
」

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
歳
入
歳
出
差
引
３
百
３
万

円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

「
水
道
事
業
会
計
」

　

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
歳

入
歳
出
差
引
60
万
円
の
黒
字
決
算
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
工
事
費
の
消
費

税
還
付
金
が
約
２
千
６
百
万
円
の
歳

入
が
あ
り
、
通
常
で
は
２
千
５
百
万

円
の
赤
字
決
算
で
あ
り
ま
す
。

一
般
給
水
料
に
つ
い
て
は
、

１
百
68
万
円
の
未
収
金
が
あ
り
今

後
、
未
収
金
対
策
に
つ
い
て
は
滞
納

者
の
実
態
を
充
分
調
査
し
、
そ
の
滞

納
状
況
と
理
由
を
明
確
に
把
握
し
、

督
促
状
を
発
送
す
る
な
ど
催
告
を
促

す
よ
う
、
よ
り
一
層
の
努
力
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

「
総
括
意
見
」

　

平
成
25
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計

は
、
５
億
９
千
27
万
円
の
黒
字
決
算

で
は
あ
る
が
、
一
般
会
計
の
歳
入
は

地
方
交
付
税
、
国
、
県
支
出
金
等
に

依
存
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
地
方

交
付
税
、
国
、
県
支
出
金
、
地
方
債

の
合
計
は
全
体
の
76
．
３
％
を
占
め

て
お
り
、
自
主
財
源
の
占
め
る
割
合

は
21
．
９
％
と
非
常
に
低
い
。

　

今
後
の
財
政
運
営
は
、
歳
出
削

減
、
抑
制
に
対
す
る
取
り
組
み
を
よ

り
強
化
し
、
収
納
に
お
い
て
は
、
町

税
、
住
宅
新
築
資
金
貸
付
金
延
滞
金

の
回
収
、
国
民
健
康
保
険
税
等
の
滞

納
者
の
実
態
を
調
査
し
、
滞
納
の
理

由
を
把
握
し
て
収
納
率
ア
ッ
プ
へ
の

方
法
、
手
段
等
を
早
急
に
策
定
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
決
算
監
査
報
告
が
な
さ
れ

た
。

日
程
第
４
～
日
程
第
９

　

議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及

び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。）

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
23
号　

平
成
26
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す

る
議
案
等
）

・
議
案
第
21
号　

大
任
町
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
24
号　

平
成
26
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
25
号　

平
成
26
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て・
請
願
第
２
号　

手
話
言
語
法
（
仮

称
）
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
関
す
る
請
願
書
に
つ
い
て

（
常
任
委
員
会
に
付
託
せ
ず
即
決
し

た
議
案
）

・
議
案
第
22
号　

平
成
25
年
度
大
任

町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

日
程
第
５

・
議
案
第
22
号　

平
成
25
年
度
大
任

町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

　

内
容
は
、
平
成
25
年
度
中
に
執
行

し
た
大
任
町
各
会
計
別
の
歳
入
歳
出

決
算
報
告
と
、
そ
れ
に
対
す
る
監
査

委
員
の
監
査
意
見
書
に
つ
い
て
審
査

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
決
定
）

　

以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て

終
了
し
散
会
致
し
ま
し
た
。

審
査
内
容

・
議
案
第
23
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
４
億
３
千
27
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

45
億
３
千
３
百
７
万
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
）

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
住
民
第
２
課　

敬
老
会
の
日
程
報

告
。
大
任
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画
の
報
告
。

※
教
育
課　

大
任
・
今
任
両
小
学
校

の
体
育
会
、
大
任
中
学
校
文
化
祭
、

大
任
町
総
合
文
化
祭
、
少
年
の
主

張
大
会
の
日
程
に
つ
い
て
の
報
告
及

び
、
一
部
事
務
組
合
立
中
学
校
設
立

準
備
会
の
名
称
変
更
報
告
。

※
総
務
企
画
財
政
課　

大
任
町
暴
力

絶
滅
総
決
起
大
会
の
日
程
報
告
。

※
特
産
品
開
発
課　

２
万
１
千
本

の
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
の
出
荷
状
況
、

１
万
１
千
本
の
春
出
し
ト
ル
コ
キ

キ
ョ
ウ
の
苗
の
植
付
、
桜
マ
ン
ゴ
ー

に
続
く
ラ
イ
チ
の
栽
培
報
告
。
し
じ

み
関
連
施
設
並
び
に
し
じ
み
生
育
の

進
捗
状
況
報
告
。
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
及
び
納
豆
加
工
セ
ン
タ
ー
の
状

況
報
告
。

質
疑
＆
回
答

○
宮
本
委
員　

大
任
町
の
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
下
今
任
地

区
に
子
育
て
支
援
住
宅
の
計
画
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
計

画
の
も
と
で
進
め
て
い
ま
す
か
。

○
永
原
町
長　

用
地
交
渉
は
、
ほ
ぼ

了
解
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
に

約
18
戸
の
住
宅
を
建
て
、
乳
幼
児

を
持
つ
町
外
の
方
の
入
居
を
優
先
さ

せ
、
児
童
数
の
少
な
い
今
任
小
学
校

の
児
童
の
増
加
に
繋
が
れ
ば
良
い
と

思
い
ま
す
。
今
年
度
、
用
地
買
収
を

終
わ
ら
せ
、
平
成
27
年
度
に
計
画
を

進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

人
口
を
増
や
す
と
い

う
事
が
大
任
町
の
元
気
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
子

育
て
支
援
の
中
で
乳
幼
児
医
療
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
田
川
市
が
一
番
進

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
大
任
町
は

現
在
３
歳
ま
で
が
無
料
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
段
階
的
に
小
学
校

６
年
生
ま
で
が
無
料
に
な
る
よ
う
予

算
の
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
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両
小
学
校
の
学
童
保
育
に
つ
い
て
、

大
任
小
学
校
で
は
学
童
保
育
を
１
教

室
46
名
で
か
な
り
手
狭
で
行
っ
て
い

ま
す
。
も
う
１
ク
ラ
ス
増
や
し
て
事

故
等
が
無
い
よ
う
安
全
な
環
境
で
学

童
保
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
施
策
を

考
え
て
も
ら
い
、
大
任
町
の
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
町
内
外
に
発
信
し

て
頂
き
た
い
。

○
永
原
町
長　

町
村
会
で
も
子
育
て

支
援
の
環
境
整
備
の
問
題
は
良
く

話
合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
学

校
ま
で
医
療
費
を
無
料
に
し
よ
う
と

か
、
い
つ
か
ら
行
う
の
か
と
か
、
来

年
度
を
目
途
に
議
会
に
相
談
し
、
方

向
性
を
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

以
上
で
、
総
務
常
任
委
員
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

地域振興常任委員会

地域振興常任委員会
９日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　
永
原　
髙
文

●
副
委
員
長

　
　
次
谷　
國
勝

●
委　
員

　
　
松
下　
　
太

●
委　
員

　
　
佐
々
木
次
男

審
査
内
容

・
議
案
第
21
号

　

大
任
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

内
容
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
の
施
行
に
伴
い
、
同
法
第
34
条
第

２
項
及
び
第
46
条
第
２
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の

運
営
に
関
す
る
基
準
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
本
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

質
疑
＆
回
答

○
佐
々
木
委
員　

大
任
町
例
規
集
の

中
で
制
定
や
変
更
の
差
し
替
え
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。
条
例
整

備
が
遅
れ
て
い
る
な
ら
、
今
回
の
条

例
制
定
の
内
容
が
分
か
り
や
す
い
小

冊
子
を
頂
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
住
民
課
長　

条
例
の
整
備
は
総
務

企
画
財
政
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
条
例
制
定
は
既
存
の
３
保
育

園
に
つ
い
て
は
基
準
を
満
た
し
て
お

り
、
新
た
に
そ
の
よ
う
な
園
を
申
請

し
た
場
合
の
基
準
を
定
め
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。
申
請
様
式
等
の
条
例
を

12
月
議
会
に
提
出
し
ま
す
の
で
、
そ

の
時
に
詳
し
く
報
告
し
ま
す
。

○
佐
々
木
委
員　

新
し
く
幼
稚
園
と

保
育
園
が
一
緒
に
な
っ
た
施
設
の
現

行
と
新
制
度
の
違
い
の
分
か
る
明
確

な
資
料
を
頂
き
た
い
。

○
米
丸
議
長　

乳
幼
児
を
持
つ
お
母

さ
ん
方
の
乳
幼
児
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
か
。

○
住
民
課
長　

社
会
福
祉
協
議
会

で
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ザ
と
い
う
も
の
を

開
い
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
子
育
て

支
援
関
連
で
、
乳
幼
児
を
持
つ
親
を

集
め
て
講
習
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

○
米
丸
議
長　

月
に
ど
の
く
ら
い

行
っ
て
い
ま
す
か
。

○
住
民
課
長　

週
１
回
で
す
。

○
米
丸
議
長　

他
町
村
は
内
容
も
充

実
し
て
お
り
参
加
者
も
多
く
、
町
内

の
人
も
他
町
村
に
行
っ
て
い
る
み
た

い
で
す
の
で
、
内
容
を
充
実
さ
せ
、

た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
す
る
よ
う
広

報
誌
等
で
宣
伝
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
24
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

　

内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
５
千
７
百
73
万
７
千

円
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

８
億
５
千
８
百
93
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
米
丸
議
長　

町
内
の
医
院
に
は

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
を
置
い
て
い
ま

せ
ん
か
。

○
住
民
課
長　

町
内
の
医
院
に
確
認

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
25
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
収
益
的
収
入
及
び
支

出
の
既
決
額
に
収
益
的
収
入
及
び

支
出
そ
れ
ぞ
れ
９
百
万
円
追
加
し
、

収
入
支
出
の
予
定
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
億
５
千
２
百
36
万
円
と
定
め
る

も
の
で
、
収
益
的
収
入
に
つ
い
て

は
９
百
万
円
の
営
業
収
益
の
追
加

補
正
。
収
益
的
支
出
に
つ
い
て
は

９
百
万
円
は
営
業
費
用
の
追
加
と
営

業
外
費
用
の
減
額
を
差
引
き
追
加
補

正
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
佐
々
木
委
員　

４
月
に
水
道
料
金

の
値
上
げ
し
た
後
の
状
況
を
教
え
て

下
さ
い
。

○
水
道
課
長　

４
月
か
ら
値
上
げ

し
ま
し
た
が
、
実
際
の
収
益
は
５

月
収
入
分
か
ら
で
、
７
月
分
か
ら
月

２
０
０
万
円
位
水
道
料
金
が
増
え
て

い
ま
す
。
広
報
誌
等
で
周
知
し
た
結

果
、
目
立
っ
た
問
い
合
わ
せ
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

○
佐
々
木
委
員　

監
査
報
告
で
は
消

費
税
還
付
金
の
た
め
黒
字
決
算
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
水
道
料

金
の
値
上
げ
が
あ
る
の
か
見
通
し
を

教
え
て
下
さ
い
。

○
水
道
課
長　

大
任
町
の
水
道
施
設

は
か
な
り
古
く
、
水
道
管
本
管
等
も

や
り
直
す
時
期
に
来
て
い
ま
す
。
島

台
浄
水
場
建
設
費
の
償
還
や
水
道
管

等
の
工
事
費
が
今
後
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
３
年
か
ら
５
年
後
に
は
料
金

の
見
直
し
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

○
米
丸
議
長　

成
光
浄
水
場
の
工
事

計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

○
水
道
課
長　

成
光
浄
水
場
は
建
設

し
て
四
十
数
年
に
な
り
ま
す
。
３
年

位
前
に
配
水
池
と
い
う
水
を
貯
め
る

タ
ン
ク
に
穴
が
開
い
て
大
行
事
地
区

に
多
大
な
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
配
水
池
か
ら
来
年
度
に

は
工
事
に
取
り
掛
か
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

○
永
原
委
員
長　

現
在
水
道
料
金
の

滞
納
は
ど
の
位
あ
り
ま
す
か
。

○
水
道
課
長　

収
納
率
は
97
％
、
滞

納
額
は
決
算
で
２
０
０
万
円
位
で

す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
請
願
第
２
号

　

手
話
言
語
法
（
仮
称
）
の
制
定
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請

願
書
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
日
本
手
話
を
言
語
と
同

等
の
言
語
と
し
て
認
知
し
、
も
っ
て

聴
覚
障
害
者
が
、
家
庭
、
学
校
、
地

域
社
会
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い

て
、
手
話
を
使
用
し
て
生
活
を
営
み

手
話
に
よ
る
豊
か
な
文
化
を
享
受
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
手
話

の
獲
得
、
習
得
及
び
使
用
に
関
す
る

に
必
要
な
事
項
を
定
め
、
手
話
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
施
策
の
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
法
律（
手
話
言
語
法（
仮
称
））

の
制
定
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
に
対
し
て
、
上
記
内
容
を
目
的
と

し
た
法
律
を
制
定
す
る
よ
う
意
見
書

の
提
出
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
採
択
）

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
内
容
に
つ
い
て
は
、
総
務
常
任
委

員
会
と
同
じ
で
す
の
で
19
ぺ
ー
ジ
を

ご
参
照
願
い
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
佐
々
木
委
員　

７
月
に
作
成
し
た

大
任
町
防
災
マ
ッ
プ
で
す
が
、
前
回

は
平
成
19
年
３
月
に
作
成
さ
れ
ま
し

た
が
、
次
回
は
ど
の
位
の
周
期
で
作

成
し
ま
す
か
。
ま
た
、
内
容
の
一
部

が
古
い
デ
ー
タ
の
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
が
防
災
の
想
定
を
ど
の
よ
う
な

状
況
で
作
成
さ
れ
た
か
教
え
て
下
さ

い
。

○
総
務
課
長　

今
回
は
７
年
ぐ
ら
い

で
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
次
回
に
つ

い
て
は
大
幅
に
記
載
内
容
の
変
更
が

生
じ
た
時
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
今

回
の
防
災
マ
ッ
プ
作
成
に
つ
い
て
の

基
礎
資
料
に
つ
い
て
は
、
県
の
資
料

に
つ
い
て
は
平
成
21
年
か
ら
平
成
23

年
の
３
カ
年
の
資
料
で
あ
り
、
国
土

交
通
省
の
資
料
に
つ
い
て
は
平
成
19

年
の
資
料
し
か
無
く
、
同
じ
デ
ー
タ

で
作
成
し
ま
し
た
。
本
年
度
、
国
土
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議
会
で
は
皆
様
方

の
生
活
に
直
結
す
る

予
算
な
ど
が
審
議
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
多

く
の
方
々
に
議
会
審

議
を
傍
聴
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
定

例
会
は
平
成
26
年
12

月
の
予
定
で
す
。

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　

米
丸　

年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　

松
下　
　

太

●
委　

員

　
　

﨑
野　

英
樹

●
委　

員

　
　

毛
利　

英
文

●
委　

員

　
　

永
原　

髙
文

●
委　

員

　
　

次
谷　

國
勝

議 会 本 会 議
11 日開会（審議経過）

本会議最終日

日
程
第
１
～
第
５

議
案
の
一
括
上
程

　
（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長

に
対
す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
（
委
員
長　

﨑
野
英
樹
）

　

９
月
８
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
議
案
第
23
号
の
１
議
案
に
つ

い
て
、
９
月
８
日
午
前
11
時
か
ら
総

務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
審

議
し
た
結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と

お
り
１
議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
（
委
員
長　

永
原
髙
文
）

　

９
月
８
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
議
案
第
21
号
並
び
に
議
案
第

24
号
か
ら
請
願
第
２
号
の
４
議
案
に

つ
い
て
、
９
月
９
日
午
前
10
時
か
ら

地
域
振
興
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

慎
重
審
議
し
た
結
果
、
委
員
会
は
原

案
の
と
お
り
４
議
案
を
全
員
異
議
な

く
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
21
号

　

大
任
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

・
議
案
第
23
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
24
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
25
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
請
願
第
２
号

　

手
話
言
語
法
（
仮
称
）
の
制
定
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請

願
書
に
つ
い
て

︽
以
上
５
議
案
に
つ
い
て
は
、
質
疑
・

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
異

議
な
く
可
決
︾

　

以
上
で
平
成
26
年
第
４
回
大
任
町

議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

交
通
省
が
資
料
の
見
直
し
を
行
う
と

の
事
な
の
で
、
そ
の
内
容
変
更
が
分

か
り
次
第
、
防
災
マ
ッ
プ
の
差
し
替

え
と
言
う
事
で
各
家
庭
に
配
布
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

○
松
下
委
員　

こ
の
防
災
マ
ッ
プ
は

区
の
総
会
等
で
内
容
を
把
握
し
て
も

ら
い
、
参
考
資
料
と
し
て
地
区
住
民

の
意
見
も
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

　

以
上
で
、
地
域
振
興
常
任
委
員
会

を
閉
会
し
ま
し
た
。

議会からのお知らせ

給食試食会

給食試食会

●
議
会
推
薦
の
大
任
町
農
業
委
員
会
委
員

　

平
成
26
年
7
月
19
日
で
任
期
満
了
と

な
る
、
農
業
委
員
に
一
般
学
識
経
験
者
で

大
行
事
の
宇
賀 

里
美
さ
ん
（
左
）、
議
会

議
員
か
ら
次
谷 

國
勝
さ
ん
（
中
）
が
議

会
か
ら
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
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■
発

行
／

大
任

町
　

■
編

集
／

総
務

企
画

財
政

課
☎

0947-63-3000（
代

表
）　

FA
X

 0947-63-3813
〒

824-0512　
福

岡
県

田
川

郡
大

任
町

大
字

大
行

事
3067

番
地

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.oto.fukuoka.jp/

No.280

平成26年

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
、
情
報
が
満
ち
溢
れ
た
現
代
。
今
、
子

ど
も
た
ち
は
何
を
考
え
、
ど
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？　

町
内
小

中
学
校
の
８
人
の
児
童
・
生
徒
が
、
日
ご
ろ
抱
い
て
い
る
思
い
や
、
多
く
の
人
に

聞
い
て
も
ら
い
た
い
こ
と
な
ど
を
、
飾
り
気
の
な
い
自
分
の
言
葉
で
主
張
し
ま
す
。

さ
あ
、
あ
な
た
も
子
ど
も
た
ち
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

12
月
６
日
㈯ 

受
付 

９
時
30
分
～

第
27
回
少
年
の
主
張
大
会

問
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
係　

☎
63
・
２
２
４
２

今任小５年　廣畑 亜香里さん

「夢をかなえるために」
今任小６年　鈴木 詩音さん

「将来の私を夢見て」
大任小５年　梅本 愛純さん

「一生懸命の本当の意味」
大任小６年　岩本 杏夏さん

「読書」

大任中１年　宇賀 彩乃さん

「徹底しないといけないこと」
大任中１年　宮地 泰成さん

「サッカー部で学んだこと」
大任中２年　西原 寛大さん

「部活動」
大任中２年　中村 幸輝さん

「部活で学んだこと」

３日
●開会式　９時 30 分～　レインボーホール
●芸能発表　10 時～ 15 時　レインボーホール
●作品展示　10 時～ 17 時　Ｂ＆Ｇ体育館
●お茶席（有料）　10 時～ 15 時　Ｂ＆Ｇ体育館
４日
●作品展示　９時～ 14 時　Ｂ＆Ｇ体育館

第 37 回

主 催 大任町文化連盟 後 援 大任町・大任町教育委員会
問大任町役場 教育課 社会教育係　☎63-2242

※駐車場は、レインボーホールの社会福祉協議会側、ふるさと館おお
とう、サボテンハウスなどをご利用ください。

11 月 3 日㊗・4 日火


